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• 
副
会
長

古
同

表

町
で
は
、
公
害
防
止
対
策
の
一
急
い
で
い
ま
し
た
が
、
さ
る
九

中
心
機
関
と
し
て
、
さ
る
五
万
一
月
十
四
日
十
六
人
の
委
員
を
正

に
「
長
浜
町
公
害
対
策
審
議
会
一
式
決
定
、
委
嘱
状
を
交
付
す
る

条
例
」
を
制
定
し
、
そ
の
後
審
一
と
と
も
に
、
委
員
聞
で
会
長
、

議
会
の
設
置
と
委
員
の
選
出
を
↑
副
会
長
を
選
出
、
さ
ら
に
初
会

品拍

手

識

経

須賀正夫氏験

(島聖路弘)者
迫田直一氏
(問、松山市 ) 
愛大工学部教授

民

代

公
共
的
団
体
な
ど
の
代
表
者

氏生
)

舟
小
浜

E
J
長

長会

日

才

正
一
計
畑

英

U
B
t
T

中島熊雄氏

(子宮)

唖島

杉本漠氏
(~才，下創)
長浜高校教諭

恭一氏

長詰)
石村
(叶，
医

漁協長

池田登氏
(49才，長浜)

氏彦

)

重
加
茂

長

豊

合組

也

才

+
小

t
T
J
A
Uマ

削

菊

川

ペ

次家誠氏
(38才，長浜1
1商業/

水口 健氏

(::t.官)
8月末人口世帯数

人口 14，239人

( 8月中の異動=転入

58 転出 55 出生 11 

死亡 11 職権記載 。
職権消除 0=3人増〕

世帯数 3，881世帝

佐

氏

Iま

人

四

議
を
聞
を
ま
し
た
。

委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た

方
は
写
真
の
方
々
で
、
条
例
に

し
た
が
っ
て
学
識
経
験
者
四
人

公
共
団
体
な
ど
の
代
表
者
四
人

住
民
代
表
お
よ
び
そ
の
他
町
長

が
必
要
と
認
め
た
方
八
人
(
う

ち
住
民
代
表
は
四
人
)
の
計
十

六
人
で
す
。

ま
た
、
こ
の
う
ち
か
ら
会
長

に
は
石
村
恭
一
氏
を
、
副
会
長

に
は
高
佐
潔
氏
を
選
出
し
ま

し
た
。さ
ら
に
ひ
き
つ
づ
い
て
開
い

た
初
会
議
で
は
、
町
三
役
と
衛

生
課
か
ら
各
審
議
委
員
に
た
い

し
、
①
長
浜
町
公
害
対
策
審
議

会
設
置
条
例
お
よ
び
規
則
に
つ

い
て
②
長
浜
町
開
発
計
画
お
よ

び
そ
の
現
況
に
つ
い
て
③
昭
和

電
工
お
よ
び
昭
和
サ
ボ
ア
と
の

公
害
防
止
協
定
に
つ
い
て
④
昭

和
す
ず
ア
が
お
こ
な
ろ
炭
素
電

極
の
製
造
工
程
に
つ
い
て
⑤
昭

和
電
工
が
お
こ
な
う
A
系
お
よ

び
W
A
系
製
品
の
製
造
工
程
に

つ
い
て
⑥
産
業
公
害
事
前
調
査

に
つ
い
て
⑦
地
場
産
業
に
お
け

る
公
害
関
係
苦
情
処
理
に
つ
い

て
③
長
浜
町
公
害
モ
ニ
タ
ー
の

設
置
に
つ
い
て
ー
な
ど
審
議
委

員
と
し
て
当
面
知
っ
て
お
い
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
お

一宮泰忠氏

(:昧戒~)町議会議長

高佐潔氏

(i?弘主浜)
( 8月中の異動=

4世帯減〕
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さ
る
八
月
二
十
五
日
、
長
浜

町
議
会
第
三
回
臨
時
会
が
開
か

れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
お
も
な
こ
と
が

ら
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

校
舎
、
プ

l
ル

建
設
費
な
ど
に

約
四
千
三
百
万

円

一

一

般

会

計

一

一
補
正
予
算
一
一

正
確
に
は
四
千
三
百
四
十
二

万
三
千
円
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
金
の
お
も
な
使
い
み

明関定市民

(銭其浜)
山口美千子氏

(;3F) 

ち
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

①
老
朽
し
て
現
在
危
険
校
舎

と
な
っ
て
い
る
大
和
小
学
校
の

改
築
事
業
費
の
追
加
補
正
に
二

千
四
百
五
十
万
五
千
円
。
こ
れ

『
一
瞬
の
居
ね
む
り
は

一
生
の
ね
む
り
』

に
よ
り
当
校
舎
の
総
改
築
事
業

費
は
七
千
百
五
十
万
五
千
円
と

な
り
ま
ず
②
戒
川
小
学
校
プ
ー

ル
建
設
事
業
費
に
五
百
六
十
一

万
円
③
豊
茂
小
学
校
プ
ー
ル
建

設
事
業
費
に
八
百
七
十
一
一
一
万
円

④
九
月
一
日
か
ら
設
置
し
た
出

海
診
療
所
の
運
営
費
に
二
百
三

十
二
万
三
千
円
⑤
山
際
下
水
道

改
良
事
業
費
に
百
六
十
九
万
円

⑥
柴
地
区
治
山
治
水
事
業
費
に

五
十
一
万
五
千
円
ー
な
ど
。

000 

水
道
課
で
は
清

潔
な
水
を
豊
富
に

利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
日
夜
努
力

し
て
い
ま
す
。

需
要
者
の
み
な

さ
ん
も
つ
ぎ
の
こ

と
を
守
っ
て
い
た

だ
き
、
よ
り
よ
い

水
道
と
な
る
よ
う

ど
協
力
く
だ
さ
い

@
水
道
を
使
用
し

た
い
場
合
は
役

場
受
付
係
水
道

課
に
あ
ら
か
じ

め
給
水
の
申
し

込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
申
し
込

み
用
紙
は
受
付

係
、
水
道
課
ど

ち
ら
に
で
も
あ

り
ま
す

印
鑑
も
必
要
で
す
0

0
水
道
の
使
用
を
中
止
し
た
り

廃
止
し
た
り
、
使
用
者
の
名

儀
を
変
更
し
た
り
す
る
場
合

も
、
役
場
受
付
係
か
水
道
課

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届

け
い
で
の
用
紙
は
受
付
係
、

水
道
課
ど
ち
ら
に
で
も
あ
り

ま
す
。
印
鑑
も
必
要
で
す
0

0
水
道
施
設
は
勝
手
に
損
壊
し

た
り
、
操
作
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
勝
手
に
損

壊
し
た
り
操
作
す
る
と
水
道

法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
0

0
水
道
を
新
設
、
増
設
、
改
良

修
理
あ
る
い
は
撤
去
し
た
い

場
合
は
、
た
と
え
簡
単
な
工

事
で
も
指
定
底
以
外
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
工
事
の
程
度

に
よ
っ
て
別
表
の
指
定
工
事

庖
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

@
自
宅
以
外
の
水
道
で
も
漏
水

か
所
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
ら

水道工事は17業者にお任せください

000 使用申し込与えは役場へ

出出海
地
区
は
医
師
の
町
外
転

出
で
長
い
間
無
医
地
区
と
な
り

町
で
も
と
の
対
策
に
頭
を
痛
め

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
現

在
豊
茂
と
櫛
生
で
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
仙
波
医
師
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
出
海
地
区
に
つ
い

て
も
担
当
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
九
月
一

B
か
ら
診
療

所
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。な
お
、
医
師
の
診
療
時
聞
は

つ
ぎ
の
表
の
と
お
り
。
ま
た
、

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
豊
茂
、
櫛

生
の
両
診
療
所
の
診
療
時
聞
は

九
月
一
日
か
ら
一
部
変
更
し
て

下
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

二回 l 診

み|震l皇

話語|高層!害
時ら時|診
40 401 療
分分l

町住
長民
が代
必表 j 

要お 喝亀

村上 滋則氏とよ青果農協長
長 却び二宮重憲氏

(~才，長室) ゐそ(49才穂積)
るの
者他

櫛
生
診
療
所

診
療
曜
日
一
隅
酬
の
診
療
一

一

月

曜

日

一

月
曜
日
一
午
前
竹
時
羽
生

水

曜

旦

か

ら

正

午

一

毎
週
金
曜
日
一
水
、
金
、
土
曜
担

一
午
前
9
時
刻
分
-

土

曜

旦

か

ら

一

一
午
前
旬
時
初
分
一

豊
茂
診
療
所

一
診
療
曜
日
一
括
師
の
診
療
一

一
診
療
曜
日
一
酎
間
幸
一

一
毎
週
刊
飴
旦
門
前
払
初
分
一

一1
1木
曜
日
一
午
前
旬
時
特
分
一

覚
え
書
き
、
公
害
防

止
協
定
を
承
認

愛
媛
県
と
長
浜
町
が
さ
る
八

月
十
三
日
に
締
結
し
た
昭
和
電

工
お
よ
び
昭
和
サ
ボ
ア
と
の
覚

え
書
き
、
公
害
防
止
協
定
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

麦
共
済
は
廃
止

農
業
共
済
条
例
一
部
改
正

農
業
共
済
の
う
ち
麦
共
済
は

作
付
が
減
少
し
、
そ
の
必
要
性

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
四
十
六
年
四
月
に
さ
か

の
ぼ
り
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

電
話
で
結
構
で
す
か
ら
、
水

道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

3ν 

@
@
@
 

道
工
事
指
定
業
者

一水
覧

パッキンや給水カラン取替え工事
だけできる指定業者

住所 I-:t旨定業著ー名 |電話重量一
長浜|池内石油唐 i言語ifZi
グ |矢野ガス居|審議i二ir
|合名会社岸本商庖 1言語iご器2

11 I喜多石油株式会社|言語i二1918
1鈴木ガス商会 1鶏口iF
|長浜町青果農協|有!i二311

本管を除いては，あらゆる給水装置
の工事ができる指定業者

FFltTiiI-l謂|
1izlzz;[嘉高

本管も含めて，あらゆる給水装置
の工事ができる指定業者

号一山山

m

m
叩

肌

帥

π
m
m

一
円
融
制
日
矧

M
M
M
M

憲
一
轍
輪
一
徳
一
冊
欄
一
畑
一
雄
一
醐

一
雄
所
所
笑
業
郎
所

名一

-
-
-
a

工

業

-
利
工
工
一
佐
四
主

業
(
;
鉄
鉄
-
設
備

一野

F
5
崎
ワ
川
設

指
E
野
崎
自
十

J
士一一口

一
沖
尾
好
好
ダ
中
住

F
浦
海
喜
浜
和
浜

一
多

P

住
一
沖
出
八
長
大
長

ノミカ一一一

ラ 手

数

料

γ
取
替
え
四
百
円

ツ
キ
シ
交
換

三
コ
以
内

三
コ
以
上

百
円
百
円

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」

彼
岸
過
ぎ
こ
ろ
は
一
年
中
で
一

番
よ
い
季
節

V
彼
岸
と
は
仏
教

の
こ
と
ば
で
「
此
岸
1

1
現
世

-
D
な
た

に
た
い
す
る
彼
方
の
岸
、
す
な

わ
ち
悟
り
、
包
葉
、
極
楽
浄
土

を
意
味
し
て
い
る

V
と
ち
ら
の

岸
、
現
世
は
欲
望
と
迷
い
と
争

い
の
岸
で
あ
る
の
に
く
ら
べ
、

彼
の
岸
は
無
欲
、
悟
り
、
平
和

の
世
界
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

人
間
の
理
想
郷
で
あ
ろ
う

V
そ

れ
が
日
本
で
は
春
秋
の
最
も
好

適
な
季
節
の
時
期
に
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
は
な
は
だ
妙

を
得
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る

V
特
に
秋
の
彼
岸
ご
ろ
か
ら
は

空
も
澄
み
実
り
の
秋
、
読
書
の

秋
、
運
動
の
秋
、
食
欲
の
秋
と

多
種
多
彩
の
形
容
詞
が
つ
い
て

ま
こ
と
に
さ
わ
や
か
な
季
節
で

あ
る

V
仏
教
で
は
彼
岸
と
い
う

だ
け
で
は
意
味
が
浅
く
、
到
彼

岸
(
ハ
ラ
ミ
タ
〉
悟
り
の
世
界

へ
到
達
す
る
修
業
、
道
程
が
た

い
せ
つ
な
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
は
枝
術
を
修

得
す
る
の
に
時
間
を
か
け
て
修

業
を
積
み
重
ね
る
と
い
う
よ
う

な
種
類
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て

現
在
の
価
値
観
を
ま
っ
た
く
逆

に
置
ぎ
替
え
て
し
ま
う
こ
と
ら

し
い

V
手
っ
と
り
早
く
い
え
ば

迷
い
の
悪
夢
が
パ
ッ
と
さ
め
た

よ
ラ
な
状
態
と
で
も
い
ラ
か
、

大
悟
徹
底
と
か
括
然
大
悟
だ
の

と
い
ろ
い
ろ
い
い
な
ら
わ
し
で

は
あ
る
け
れ
ど
、
わ
れ
わ
れ
お

五
い
凡
夫
の
身
に
と
っ
て
は
せ

め
て
心
気
一
転
と
い
ラ
く
ら
い

の
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か

V

農
業
が
曲
り
か
ど
に
き
た
、
林

業
も
ゆ
き
づ
ま
っ
て
し
ま
っ
た

水
産
資
源
も
枯
湯
に
瀕
し
て
い

る
。
工
業
も
こ
れ
以
上
の
公
害

汚
染
は
許
さ
れ
ぬ
、
と
此
の
岸

は
テ
シ
ヤ
ワ
シ
ヤ
で
あ
る
。
今

や
ま
さ
に
到
彼
岸
に
精
進
す
べ

き
と
き
で
あ
る
。



27，971，292円

85，743用

741，132同

41，805，489同

151，368m' 

1，361 nl 

20，587 m:' 

48，414m' 

(46年 3月31日i凡右ご)町有財産

宅地

雑種地

山林

建物

美浜町の財政

計芝込エミ
歳(出るお金)出

時

5坪手:
J 、4
、川山
~引山
~引山

引

~::@ 
日圏

N 
N 

" q目目、いι 、い山
♂川J 
P仰r 
V 
川
前
h 
、竹~ 、山ん
戸凸、
山
川M
凶
山
山

、~ル
M 

V 
N 
山
泊、司、
山

j司

S
N
d
機内
NNベ
立
山
富
市
川
口
出
世
話

N 
川
4仇M 
叩

川
N 
N 
N 
〈、
巳

~山A 
九川市
日
N 
V 
V 
!川t 

~ 山
、仇~ 、山~ 

1 
千万円

日
開
害
晴

NNhm

災

釦

農林水

産業費
計公債費|諸支出金|予備費教育費消防費土木費商工費労働費衛生費民生費総務費費目別l議会費

消防費

1.24% 
予算額

(千円}

769，787 1，111 72，356 92，9441112，955 10，363 58，542 8，765 501119，754 82，922 9，0511100，1921100，782 

執行額

〈千円}

その他

37.392千円

5.08% 

性質別予算執行状況
貸付金
24，811千四

補助費など

41，117千円
5.57% 

737，661 

国差引残高

t繰越金)

187千円

史入状況

1，111 70，082 90，64211似，0819，179 50，800 8.204 501117，051 78，472 98，9641100，017 

木材引取税
252，150円

且34%

l世帯当 1) 65円

l 人当り 18円

9，008 

町民税

26，915，636円

36.21% 

1世帯当り

6，932円
1人当り

1，876円 (46.5.31現在):

区 ~Ij 1ft 人 現在額(円) l世帯当り額(円)1人当り吉点(円)件数

fJ. ff 20 261，592，254 67，351 18，356 

{幸t 13 13，764，404 3，544 966 

土 木 27 74，737，628 19，242 5，244 

農林水路 17 27，235，312 7，012 1，911 

公営住宅 5 2，360，338 608 166 

l己 5 7，346，664 1，892 516 

中念 務 9 21，009，249 5，409 1，474 

96 408，045，849 105，058 28，633 

費債公
一般会計(普通債)

長浜隣保館落成

， !月

見

一般会計(災害債)

土 オ三 11 24，436，880 6，292 1，715 

農林水 Ilii 7 12，501，504 3，219 877 

そ の他 3 6，157，099 1，585 432 

21 43，095，483 11 ，095 3，024 
計、伊

6，486 23，799 

926 3，398 

上水道特別会計(上水道)

| 祥 j通凶 債 I 1口1I 弘 4ι3お札町5ι口川，7川7日4
上水道特別会計(簡易水道)

|#通依 I13 I 
港湾特別会計

|汗 i虚{点|

-------一一青島航路
こ=当、

t
h
r
v
r
p
 

13，196.238 算予8，596千円算予

高入歳6，651千円高入歳

853 3，130 12，157，029 2 高出歳7，951千円高出歳

39，922 146，480 568， 93 0， 348 M-
計

ヲ|差ム 1，300千円ヲ|差
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財政状況の公表

長浜町の財政事情の作成およぴ公表に関する条例に 昭和45年度j
より昭和45年度の財政の公表をします。

昭和46年9月 西 田 司長浜町長

歳(入るお金)入

1億円

9 

自動車取得税交付金

0.99% 

分担金負担金

1.83% 

町債

般

計

6，780 1 264，653 13，873 11，070 37，848 53，450 769，787 24，0211113，8881 143，921 5，601 22，583 500 220 

7，4881264，653 24，3631107，4611145，674 550 11，080 35，297 50，200 4，869 1. ，243 13，800 144 

水道事業会計

(損益計算書)

紺屋町集会所落成

科 目 金 額(円) 計

(1)給

(2)受託工事収益

水 ナ七
.nn. 19，901，694 ~)( 

1，320，937 

(3)その他営業収益 22，361，881 1，139，250 

たばこ消費税

12，973，190円

17.45% 

1世帯当り 3，341円

l人当り 904円

(1)原水及ぴ浄水費 5 ， 990 ， 72~ 

(2)配水及び給水費 2，9ω，391 

(3)受 事 費 844，501 手
U
エ一-ロ 工

(4)総 係 費 3，453，630 

(5)繰 出 金 150.000 

(6)減 費価 償 去H 4，241，000 

(7)資 産 費j成 耗 。 17，589，244 

営 業 利 益 4，772，637 

営 外収業 オ七
」且L 4，624，149 長浜中学校プール完成

営 業 外 費 用 7，271，793 

営 業 外 損 失 2，647，644 

純 2.124.99:1 手。 益

754，148 

歳入歳E
(翌年層

16，4 

町税ヰ

2，744，126円
3.69% 

1世帯当り 7町円

l 人当り 191円

同定資産 1
25，559，446円

34.39% 

1世帯当り

1人当り

特 思リ

国民健康保険、 国民健康保険
直営診療所

湾港施設

歳

算予 147，403千円 15，370千円予

日lロロ歳
11日L
lil r歳
差

算 算 7，960千円予

2 
高歳 146，271千円 1，433千円入 高 高 6，331千円入 歳 入

出 高歳 10，143千円122，730千円 高出 高出 6，331千円

差 ヲi 23，541千円 ム 8，710千円号| ヲ|差 。千円

A
E
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文
化
生
活
ヘ
告
ω
テ
ン
ポ

も電
披気
露導
さ入
れを
ま祝
しっ
たて
。四
十
七

志難翻機鱒懸警伊怒:悩民主 代の灯長盟約のめ振署 大に七成の
謹灘鶴欝繍饗翼鞠欝饗轡竪織蹴:下山川}弓引引引3浜災引:三芯
衣露麟癒機鶏潜鎮機機欝欝? 誌山三3滋妥義脳総u たる式ス県棄十係事課森にお灯、祝び浜
季聾麟織磯鱒鱒離肇凶鴻護総滋必 、祝』イ知盃人者を長水はこ式青つの町

E穐趨蘇芯;磁誕議!殺機壁精E託三主Il:， 言官詑雪緊5よ需柑盟話ぶ可雪詰長雪関号と悶品誌塁1官官宮詩富
詰滋灘糎通鑑艦益監遭¥遷:諸t監芯き!恕ミ謹 主収受ご布高住宅5は守口都知
合霊祭遍雲竃軍駐議院ぷ寝返調理聖 校まてす三、出関四者山理た行を八導で
1....輔副書謡腿満開輯輔臨調醤鞠遜麟温盤照 三し代「人西席係国を回の。事主月入は
名還問麟輔鶴橋離職年たわ点が田、者電は地今を会二の、
物鶏通ぎ繋嘘饗雪機饗要時 生。る灯点町池らカじ域村盛場十完こ
青磁慣槌単調お議議議議選雰轟

しも学 すや濯中 れも電聞 い文み電ビ機関電み士 島蟹霊醤購機器遡霊欝麟隣裂騒 わ場全にこ埋国の しがん住激生気生の
み、校な。コも見とた、にし長ま化、気、議もををハ 盆薗饗盤藍選韓醤聾欝臨語翻覇 いは員はなま旗完とたらが民さ笠が2紙
に日のぎ l楽るれわとたかいす生島製扇蔵青し完日 踊層悪義盛騨謹鶴欝難韓輯輔自躍 をあが、わえ、成の 0およをせ元 軍本
E鼎 U22225言問。出除去ごZZ り暢艦購横灘麟盟問時間点持基 2222話i訴
22F 24将官31E開ZE号室tZ室主事会主星古事差是と日踏ま忘れ553担22そ522主志向まi

iizi iHi iiiiiififR;iiiiiihiiiiえiiiijii;iii;;23iiiiiiii 
よ楽ち中 ま崎日 た活発時 てで込なレ濯の送込二設海にさ四十りが業こ てに露者な七島ぎ会どきおで万入 まなさの感つ電年

ふ誠員る近が的 な日( も便ご十の い月務に日 く便月!
みに削との採f<[i日いま十ま取の了二取なた曜時はもたこ配引伊
ぎや減と労用量曜まで二た扱引承時扱おしの闘舎配だと達志i予 干:;楽家〉 め
るむ方、働さ勢配す)月)い受くまい、ま二を外達しにを副長 [ j Jし族:青で
もを針そ力れと達。に二空まけだでは日す日暮務し、な休~，\浜白戸、日三み:島と
の得なの不てしの は十末すはさ行従曜。分長員ま速り止らi郵二二 ，..... いす，
でずど他足いて休 日日年)ーいな来日 をしがす達まさ←、i便 H墨. (':.ごん"み
あ日も政をる日止 曜か始 目。いどの 完て出し郵しせ日局ーーケよ(':そな〈な
り曜あ府カこ曜は 配らの 中(まお郵 全、動、便たて曜で 0)....、 i:'うで iさ
ま休つのパと週、 達一繁 い速すり便 に日し月は。い日はここれれ しん
す配て公 l 、休世 を月忙 つ達の午窓 配曜、曜日 たの¥四r， υ ド: :. !! 
のに、務す最制界 行五時 で郵で前口達と勤日曜だ郵ガピピ け毎

めせ錠庖詰ーしい戸め実ιーもんかわ箱聞か ま解でi椙 l ;:月 i
A t車五露天ご224542主2吟量器品震け郵 ltS4を jfRJ 
さて l政か用まき郵だもいよりく飛な荷ち達受ま便| 協に枕 p 口
いおビ省、のすま使いとせちましんか定てさ箱『 置| カと休 日 思〉
。りス規ま方。す受まにつなせただつは汚れが υ:冥| をぞみ !と家
ま付格たは よ箱郵おなこんりりたいれたな 土宴富| およ v_/ ~ ';躍
すき品は、 ラ』便届郵と o :、りった郵いご.~ 1 願ろ古 川宗
か)(盟お おを局け便の j子、てり便とつを| いし今 ::ゼ
らを七手近 すつです物な すど風何、物、 戸九| いくオー ソ凪
おあ百販く すけはるをい るもに日下がせ ..J I たど フ

求っ円売のめて各た確よかさ吹も駄土っ し理

新規加入 有線放送電話番号簿加除訂正義一一一一一一一一 一

3ま (176号)

点灯式青島電
気導入

カ司Eな朝吏広

こ
の
調

査
結
果
は

長
浜
町
教

育
委
員
会

が
、
四
十

六
年
七
月

一
日
現
在

で
、
町
内

の
勤
労
青

少
年
を
対

象
に
調
査

を
お
こ
な

っ
た
も
の

に
よ
る
も

の
で
す
。

ヲ月20日

勤労青少年生活意識調査の結果

その2…一扶養義務について

昭和46年 (1971年)

一 ¥~ーな[右足五基
%1 労 %1 労

責任をもって親をみたい 1 51.9 1 25.8' 1 63. z' -1 4 
一主主泣け親をみたい 巧訂一「百三一日江一13天下
だれかに親をみてもらいたい 1 1.9 I 6.9 1 - i 6.3 マt障制度で親をみてもら 口~-I~ロ:;J
Zど3がrる組はE 円子ヨ干円三二千二日
わからない i一一五百一「百五一14T:一三万一

お
め
で
と
可

電
気
導
入
グ

船や防波堤も祝いののぼりゃ大漁旗でいっぱい

闘

幽

ご

ざ

い

ま

し

た

O
下
須
戒
の
山
木
操
さ
ん
(
三

十
六
才
)
・
:
卓
上
扇
風
機
二

台
を
大
和
保
育
所
へ

O
長
浜
保
育
所
母
の
会
・
・
・
卓
上

扇
風
機
コ
一
台
を
長
浜
保
育
所

へ
O
四
十
五
年
度
お
よ
び
四
十
六

年
度
白
滝
保
育
所
後
援
会
・•• 

天
井
扇
風
機
一
台
を
白
滝
保

育
所
へ

O
櫛
生
保
育
所
父
母
の
会
・
・
・
ピ

ア
ノ
メ
ト
ロ

l
ム
購
入
資
金

一
と
し
て
現
金
十
七
万
五
百
円

一
を
櫛
生
保
育
所
へ

一
O
長
浜
十
四
区
・
堤
正
和
さ
ん

一
(
三
十
五
才
)
:
・
黄
色
い
雨

一
が
さ
三
十
五
本
を
長
浜
保
育

一
所
へ
、
十
五
本
を
沖
浦
保
育

一
所
へ
、
十
五
本
を
大
和
保
育

所
へ

O
喜
多
灘
保
育
所
母
の
会
・
:
テ

νビ
一
台
、
幻
灯
機
一
台
を

あ
り
が
と
う

有
線
放
送
電
話
も
番
号

で
申
し
込
み
ま
せ
ん
と

お
つ
な
ぎ
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
つ
ぎ
の
加
除

訂
正
表
は
、
い
ま
す
ぐ

電
話
帳
に
転
記
し
て
く

だ
さ
い
。

ページl氏 名|番号!部落名 1 備 考

111225 寺友 村沖沢 義 郎幸和事 111!i 222&-4664d235!5目5477同刻引川四 神仁沖A出須須出、被梅海補久浦

食料品野菜

21 田繁昭 町
砂鮮利魚販商売

444911 丙浦桝松山出海岡岡 カズヱ 浜沢沢沖

49 田診重療所Z | 

喜
多
灘
保
育
所
へ

O
喜
多
灘
公
益
会
:
・
才
ル
ガ
ン

一
台
を
喜
多
灘
保
育
所
へ

O
豊
茂
の
西
山
マ
サ
ミ
さ
ん

(
五
十
三
才
)
:
・
金
一
封
を
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ

O
豊
茂
の
藤
淵
喜
明
さ
ん
(
四

十
九
才
)
・
:
金
一
封
を
豊
茂

公
民
館
へ

O
四
十
五
年
度
出
海
保
育
所
母

の
会
:
・
保
険
金
の
集
金
手
数

料
で
公
社
電
話
一
台
を
出
海

保
育
所
へ
取
付
け

【
新
採
用
】
滝
内
仁
(
総
務

課
有
線
放
送
係
、
九
月
一
日

に
)
成
本
ワ
カ
サ
(
出
海
診
療

所
、
九
月
一
日
に
)
、
松
石
之

道
(
衛
生
課
、
九
月
六
日
に
)
、

橋
本
真
弓
(
総
務
課
有
線
放
送

係
、
九
月
八
日
に
)

休Eぺージ1 氏 名 1;番号|部落名
4 1 大石くつ居 12-1481新町
7 I熊本 伝 12-3161井原町
12 1 友石 恒 12-4331仁久
14 1 中田寿満一郎 1 2-3321駒手町

355 
214 
1日9

正
園
夫
好

一
稚
佐
松

訂
一
幼
伊
一
浜
山
田

長
畑
西

止

番号，部落名などの変更

訂 正前
長浜幼稚園 2-147 大黒町
畑山伊佐夫 2-77 出来町
西田松好 109 屋保

退

m
月
保
健
事
業
計
画
表

知お
。
一

吋
町

7
3
;
E
E
L
-、
鞘
一
盟
理
問
一
1
U
心
臓
一
咽
管
系
一
清
噛
一
四
一
次
一
時
一
明
龍
一
揖
の
云

送
放
一
次
の
よ
う
な
症
状
一
結
城
晴
品
4
4
い
明
損
惜

f
v淀
川
描
極
調
印
ゆ
弓
暗
躍
噛
沌
肉

離
一
い
枝
豆
で
三
日
一
市
崎
明
離
脱
川
町
吋
吋
銅
山
町
糊
閣
時
ゆ
ゆ
し
む
…
口

問
わ
「
1

1

1

1

1

圧

円

出

瞳

開

|

1

1

l

i

l

-

-

I

l

l

i

-

-

-

諒

一

同

風

間

一

'

と
更
一
門
該
当
者
】
相
才
以
上
の
方
〈
現
在
医
師
の
治
療
を
ラ
け
て
お
ら
れ
な
い
方
)

日

変

司

1

!

副

司
J
川
i
開
|
問
1
1
1
1
1
4
|
|
引
i
|
引
I
l
l
i
-
-
-

謀
市
町
日
品
川
川
川
礼
川
U
川
寸
判
閣
制
桝
引
判
ハ
ハ
ハ
ハ
川

日
コ
片
岡
「
除
機
け
陥
川
同
い
同
!
ト
「

K
岡
山
議
害
時
I

l

l

i

-

-

施
ホ
ワ
同
ト
』
懐
け
い
町
川
門
町
1
1
J
「
」
漫
ほ
偶
蹄
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
は
一
一
一
同
川
同
一

お
せ
守
サ
オ
|
1
i
引
l
引
」
叶
l
則
1
l
i
l
-
-
J
-
-
-
J寸
1

パ判
I

l

l

i

-

-

E
h
コ

一

い

つ

↑

受

付

時

間

一

と

こ

ろ

μい
一

8
日
一
午
前
叩
・
初
I
N
-
-
m
ω
一
今
坊
隣
保
館

e

一
グ
一
午
後
T
-
m
ω
1
5
-
m
一
豊
茂
公
民
館

士
一
川
園
川
川
四
川
閥
同
一

一
【
該
当
者
】

一
初
回
昭
和
“
刃
2
月
%
日
か
ら
昭
和
必
年
6
月
白
日
の
聞
に
生
ま
れ
た
乳
児
お
よ
び

一
今
ま
で
に
一
度
も
投
与
を
う
け
な
か
っ
た
こ
ど
も
さ
ん

一
追
加
昭
和
初
年
7
月
1
日
か
ら
昭
和
必
年
2
月
旬
日
の
聞
に
生
ま
れ
た
こ
ど
も
さ
ん

一
お
よ
び
今
ま
で
に
二
度
し
か
投
与
を
受
け
て
い
な
い
こ
ど
も
さ
ん

一
O
必
ず
印
鑑
と
、
母
子
手
帳
を
ど
持
参
く
だ
さ
い
。
該
当
者
に
は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ

一
て
個
人
通
知
書
を
配
付
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
問
診
票
は
、
も
れ
な
く
記
入
押
印

一
の
上
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一

い

つ

-

集

合

時

間

一

と

こ

ろ

詞
同
寸
叶
創
刊
珂
劇
制
1
1
1
1
「
〕
劃
割
問
l
!
l
i
l
i
-
-
-

一

刀

日

一

午

後

1

・

初

集

合

一

櫛

生

小

学

校

一

お

日

一

午

後

1

・

犯

集

合

一

出

海

小

学

校

一
m
u
日
一
午
後
3
・
凹
集
合
一
白
滝
公
民
館

一
計
四
叶
寸
引
劃
川
ぺ
叫
築
制
|
1
1
1
1
寸
!
同
制
町
出
宵
嗣
|
!
l
i
l
i
-
-
-
-

一
同
制
制
川
凶

M
M明
閣
胡
圃
川
一

一
【
該
当
者
】
満
1
才
以
上
の
方
全
員

一
(
)
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
受
け
る
予
定
の
子
ど
も
さ
ん
は
除
く

一
(
第
1
回
目
)

伝

作

「

1

戸附
L
向同
l
i
-
-
「
l
l
戸
l
K
1
出
|
(
!
l
i
l
-

厄
巴
1
2
い
い
同
川
山
い
同
|
|
「
同
躍
陣
時
I
l
l
i
l
i
-
-
l
l

司
出
!
「
引
劉
川
ぺ
剥
川
町
川
副
|
|
|
一
l
i
l
i
-
-
4
E
珂
到
尉
樹
I
l
l
i
l
i
-
-
i
l
l

-
初
日
一
午
後
1
・
初
t
2
・
犯
一
櫛
生
小
学
校

一
引
日
一
午
後
1
・
初
1
2
・
初
一
出
海
小
学
校

詞
同
寸
刑
制
刊
ぺ
刷

N
川
ぺ
刷
1
1
1
寸
l
剰
川
明
劇
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-

寸

川

一

午

後

七

吋

U
引
吋
l
i
l
-
-
剖
川
刷
制
劇
|
!
l
i
l
i
-
-
-
-
-

寸
川
寸
午
後
引
川
珂
川
引
ぺ
珂
|
|
i
寸
|
出
組
制
国
餌
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-

一
(
第
2
回
目
)

一

い

つ

一

受

付

時

間

一

と

こ

ろ

羽
田
斗
J
引
制
什
ぺ
吋

N
引
川
副
1
1
1
l
寸
1
4
開
閉
劇
餌
1
1
1
1
!
l
i
l
-
-
-
-
-

民
同
一
|
件
段
門
い
同
川
戸
い
同
j
i
l
l
「
』
民
法
四
悌
I
I
l
l
i
t
-
-
i
l
-
-

一
U
日
一
午
後

i
・
初
十
引
判
i
l
i
l
i
-
-
-
ー
劃
島
小
学
枕
l
l
i
I
l
l
i
-
-
l
i
-
-
J

詞
同
寸
制
倒
什
ぺ
剥

U
引
制
1
1
1
1
出
嗣
刷
割
問
[
:
!
l
1
1
1
1
1
1
1

二
U

日

一

午

後

1

・

凹

1

1

・

初

一

柴

小

学

校

ー

パ
門
日
開
問
凶
問
問
M
I
l
l同
川
胤
閣
い
川
川
川
川

u
l
i

グ
一
午
後
2
・
犯
t
5
・
初
一
白
滝
公
民
館

岡
山
凶
閣
開
問
一

【
該
当
者
】
昭
和
位
年
旬
月
1
日
か
ら
円
相
年
9
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
と
ど
も
さ
ん

い

つ

一

受

付

時

間

↑

l

M

l

J

叶

1

l

引

|

1

1

ー

!
i
l

明
町

l
F医!
日
阿
川
同
州
い

h
闘
断
固
聞
い
い
い
い
い
い
い
い

〔
岡
阿
蜘
働
J

【
該
当
者
】
昭
和
何
年
4
月
1
日
か
ら
μ

何
年
5
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
と
ど
も
さ
ん

受

付

時

間

一

と

と

ろ

午
後
1
・
却
1
3
・
凹
一
長
浜
町
体
宵
隣

よく見えるところにはってご利用ください同亘EJ--一、二

151~ 、
日iつ

この表は


